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応用地質学と地盤工学の協働 

地盤や斜面に関わる建設工事や防災・減災事業では，地形学を含む応用地質学的観点からのアプローチと，設

計を含む土木工学等を踏まえた地盤工学的観点からのアプローチが不可欠であり，その協働の必要性は古くから

指摘されてきました。しかしながら，未だに「地質屋」と「土質屋」の棲み分けは根強く，実務，研究，教育の

どの面からみても協働のための環境整備が立ち遅れています。今後，真の協働を実現するためには，現状の課題

を整理するとともに，協働がもたらす将来のビジョンを皆で共有する必要があります。このような背景から，本

号では「応用地質学と地盤工学の協働」についての特集テーマを教育の視点を加えながら企画いたしました。 
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